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投票時間午前7時～午後6時

投
票
入
場
券
を忘れ
ず
に

投
票
所
入
場
券
は
ハ
ガ
キ
で
各
家
庭

に
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

一
枚
の
ハ
ガ
キ
に
同
居
の
有
権
者
を

四
人
ま
で
記
入
し
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
投
票
所
に
お
い
で
の

と
き
は
、
き
り
と
り
線
に
そ
っ
て
自
分

の
入
場
券
だ
け
を
切
り
と
り
投
票
所
に

こ
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
は
投
票
日
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
は
候
補
者
の
　
′

氏
名
だ
け
を
正
し
く
、

は
　
っ
　
き
　
り
　
と

せ
っ
か
く
の
時
間
を
さ
い
て
投
票
し

た
の
に
無
効
票
に
な
っ
た
ら
「
骨
お
り

損
」
だ
け
で
な
く
棄
権
と
同
じ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

投
票
用
紙
に
は
、
あ
な
た
の
選
び
た

い
候
補
者
の
氏
名
だ
け
を
正
し
く
ハ
ッ

キ
リ
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。
候
補
者
の

氏
名
以
外
の
こ
と
を
書
く
と
無
効
と
な
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投票日に不在の時は　日時2月12日一2月18日8時30分一17時

「不在者投票」を雷雲品水雷霊役場及び指定病院

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。身

体
が
わ
る
い
人
、

字
の
か
け
な
い
人
は

代
理
投
票
が
で
き
ま
す

身
体
の
わ
る
く
て
字
が
書
け
な
い
人

文
盲
で
字
が
書
け
な
い
人
の
た
め
に
、

代
理
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

投
票
所
で
係
の
者
に
〝
代
理
投
票
〟

と
言
い
ま
す
と
、
二
人
の
係
員
（
一
人

が
書
い
て
一
人
が
立
会
）
が
そ
の
人
に

か
わ
っ
て
投
票
し
ま
す
。

あ
な
た
が
だ
れ
に
投
票
し
た
か
を
他

人
に
も
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
絶

対
に
秘
密
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
安

心
く
だ
さ
い
。
も
し
他
人
に
も
ら
す
と

そ
の
係
員
は
二
年
以
下
の
禁
固
に
処
せ

ら
れ
ま
す
。

盲
人
の
か
た
は
点
字

投
票
で
も
結
構
で
す

盲
人
の
か
た
で
点
字
を
ご
存
知
の
か

た
は
投
票
所
で
〝
点
字
投
票
″
と
言
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
と
点
字
投
票

が
で
き
ま
す
。
点
字
器
は
投
票
所
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。
点
字
が
で
き
な
い
か

た
は
代
理
投
票
で
も
結
構
で
す
。

（
2
両
に
つ
づ
く
）
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あ
な
た
の
投
票
所
は

入
場
券
で
確
か
め
て

投
票
所
入
場
券
に
あ
な
た
が
投
票
で

き
る
投
票
所
を
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

と
く
に
、
今
年
転
居
さ
れ
た
か
た
は

投
票
所
を
確
認
さ
れ
、
入
場
券
に
記
載

し
て
あ
る
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。ハ
ガ
キ
は
現
住
所
に
送
っ
て
い
ま
す

が
選
挙
人
名
簿
作
成
の
関
係
で
投
票
所

は
旧
住
所
の
区
域
に
な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投　 票　 区 投　　 票　　 所 地　　　　　　　　　　　 区

第 1 投票所 伊左座小学校講堂
立屋敷、伊左座、みずほ団地、二、二町住、

下二、下二町任、入江興産社宅、林住宅

第 2 投票所 吉 田 団地公民館 吉田ノー、吉田ノ二、吉田団地

第 3 投票所 吉 田 第三公民館 吉田三、緑風園団地、美吉野団地、鯉口区

第 4 投票所 水 巻 町 町民会館 頃末、松栄荘団地、机、二社区

第 5 投票所 町 立 第 3 保育園 古賀、新生街、梅ノ木団地、古賀区

第 6 投票所 高松地区管理事務所 梅 ノ木区、高松区、高松団地

第 7 投票所 猪 熊 小学校講堂 樋口、猪熊、猪熊町住、三ツ頭区

・
若
松
税
務
署2

月

1

6

Ｒ

Ｔ

Ｉ

3

月

1

5

日

申
告
期
限
は
2

月
1
5
日
ま
で
で
す

が
町
で
は
別
表
の

日
程
で
行
い
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。住
民
税
の
串
告

を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人

①
所
得
の
あ
る
人

で
所
得
税
の
確
定

申
告
を
し
な
い
人

（
給
与
支
払
報
告

書
の
捏
出
さ
れ
て

い
る
者
を
除
く
）

㊥
農
業
所
得
等
で

所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
（
国

民
健
康
保
険
税
の
課
税
も
住
民
税
の
資

料
で
行
な
い
ま
す
の
で
申
告
を
し
な
い

と
控
除
を
受
け
な
い
所
得
で
課
税
さ
れ

ま
す
）

㊥
日
給
者
及
び
厚
生
年
金
等
を
受
け
て

い
る
人

完
才
一
続
き
は
鼻
め
に

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

土
地
、
建
物
等
の
譲
渡
に
よ
る
所
得

者・
水
巻
町
町
民
会
館
（
若
松
税
務
署
員

出
張
）
、
3
月
6
日
　
9
時
3
0
分

か
ら
説
明

ｅ
若
松
税
務
要2

月

1

6

日

～

3

月

1

5

日

毯住

民

税

の

申

告

日

程

▼

時

間

午

前

9

時

～

午

後

4

時

▼

場

所

役

場

東

別

館

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

一
年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
価

額
を
合
計
し
て
、
6
0
万
円
を
超
え
る
人

・
水
巻
町
町
民
会
館
（
若
松
税
務
署
員

出

張

）

　

3

月

6

日

　

1

3

時

～

1

6

時

・
若
松
税
務
署2
月

1

日

～

3

月

1

5

日

腰

投
票
所
と
地
区

28 日 2 7 日 24 日 2 3 日 22 日 2 1 白
2
月

猪　 熊 古賀区 噴　 末 吉田三 吉田団地 立屋敷

地

区

船 町謹 梅ノ木区 机 美吉野 吉田一 伊左座

樋．．口 梅ノ木団 古　 賀 緑風園 吉田二 みずほ団

地

高松区
高松団地

新生街 桧栄荘

鯉口区

二杜区

地

二町住
下　 二

下二町住

林住宅

入江興産

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

①
商
売
を
し
て
い
る
人
や
不
動
産
収
入

の
あ
る
か
た
な
ど
で
、
昭
和
5
2
年
中
の

所
得
が
、
配
偶
者
控
除
、
扶
賓
控
除
、

基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

よ
り
多
い
人

㊥
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収
が
一

千
万
円
を
超
え
る
人
や
給
与
以
外
の
所

得
が
二
十
万
円
を
越
え
る
人

所
得
税
の
申
告
と
納
税
相
談
日

▼
時
間
　
年
前
9
時
3
0
分
1
午
後
4
時

（
昼
休
み
1
時
間
あ
り
）

・
水
巻
町
町
民
会
館
（
若
松
税
務
署
員

出

張

）

　

3

月

6

、

7

、

8

日

・
水
巻
町
商
工
会
（
税
理
士
会
員
出
張

）

　

　

　

　

3

月

6

、

7

日

腎
ヽ

税
金
を
納
め
す
ぎ
て
い
る
人
は
、
二

月
か
ら
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
早
く

申
告
し
て
早
く
受
取
り
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
す
れ
ば
税
金
が
も
ど
る
人

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
雑
損
控
除
、
医
療

費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
な
ど
を
受
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
人

・
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

し
な
い
で
年
未
調
整
を
受
け
な
か
っ
た

人・
予
定
納
税
を
し
て
い
た
が
、
確
定
申

告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人

・
少
額
所
得
者
や
利
子
、
原
稿
料
等
の

収
入
が
少
額
の
人

こ

・

‥

ヽ

・

・
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経
済
的
な
理
由
で
町
内
の
小
・
中
学

校
に
、
就
学
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
家

庭
に
は
、
義
務
教
育
に
必
要
な
就
学
費

用
を
援
助
し
て
い
ま
す
。
援
助
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、
関
係
書
類
が
教
育
委

員
会
及
び
、
学
校
に
あ
り
ま
す
の
で
申

込
み
ノ
＼
だ
さ
い
。

㊥
経
済
的
に
困
る
家
庭
と
は

生
活
保
護
費
の
五
割
増
以
内
の
収
入

し
か
な
い
象
庭
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

例
え
ば
、
①
父
4
3
歳
、
母
4
0
歳
、
長

男
中
学
二
年
、
長
女
小
学
六
年
、
次
男

小
学
三
年
の
家
庭
で
年
収
入
が
、
2
6

8
万
5
千
円
（
月
収
2
2
万
3
千
円
）

◎
母
子
家
庭
の
場
合
　
母
4
1
歳
、
長
女

中
学
一
年
、
長
男
小
学
五
年
の
家
庭
で

黛

学
資
ゐ
と
ま
っ
て
い
る
か
た

官
牒
篭
金
の
貸
付
制
度
を

／
．
、

年
収
が
、
2
0
4
万
6
千
円
（
月
収
1

7
万
円
）
程
度
で
す
。

◎
就
学
援
助
の
範
囲
（
5
2
年
度
）

▼
学
用
品
費
（
年
額
）

小

学

校

　

　

8

2

6

0

円

中

学

校

　

1

5

1

7

0

円

▼
給
食
費
（
月
額
）

小

学

校

　

　

2

3

0

0

円

中

学

校

　

　

　

6

0

0

円

▼
修
学
旅
行
費
　
実
費

▼
医
療
費

学
校
で
指
定
し
た
病
気
の
み

▼
準
教
科
書
費
（
年
額
）

小
学
校
　
2
5
1
．
0
0
円

中
学
校
　
　
　
3
5
0
0
円

就
学
援
助
は
5
3
年
4
月
1
日
か
ら
、

申
込
は
随
時
受
付
け
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
県
で
は
、
学

資
に
困
っ
て
い
る
か
た
に
修
学
資
金
の

貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
昭
和
五
十
三
年
度
に
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
公
私
立
短
期
大

学
や
公
私
立
大
学
に
進
学
を
予
定
さ
れ

て
い
る
か
た
、
ま
た
は
現
在
在
学
中
で

学
資
に
困
っ
て
い
る
か
た
が
利
用
で
き

る
貸
付
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
他
の
奨
学
資
金
を
借
り
て

い
る
か
た
は
二
重
に
借
り
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
貸
付
対
象
者
　
低
所
得
世
帯
（
生
活

保
護
基
準
の
5
割
増
以
内
の
か
た
）
、

母
子
世
帯
に
属
す
る
者
の
就
学
者
に
対
Ｉ

Ｌ
貸
付
け
ま
す
。

▼
修
学
資
金
の
種
類

修
学
支
度
費
、
修
学
費
（
ど
ち
ら
も

無
利
子
で
す
）

▼
母
子
福
祉
資
金
（
母
子
世
帯
）
貸
付

け
の
申
込
み
は
2
月
～
3
月
ま
で
で
役

場
老
人
児
申

童
係
に
申
込

み
く
だ
さ
い

▼
世
帯
更
生

資
金
貸
付
け

の
申
込
み
は

2

月

～

4

月

ま
で
で
町
社

会
福
祉
協
議

会
に
申
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
修
学
支
度

費
は
、
ど
ち

（単1立：円）

修

学

資

金

所

得

基

準

は

生 身

保 障

の 者

1 ．5の

倍 増

以 合

内 2 5

倍

山

修

学

費

高

校

国 公 立
1 ・ 2 年 月　　 5 ，0（氾

3 年 ク　　 3 ．0 0 0

私　 立

1 年 ケ　　 7 ，0 0 0

2 年 〃　　 6 ，0 0 0

3 年 ケ　　 4 ，（槍 0

高

専

国 公 立

1 ・ 2 年 ケ　　 5 ．5 0 0

3 年 ナ　　 3 ．5 （旧

4 ・ 5 年 ク　　 6 ，0 0 0

私　 立

1 年 〃 ’ 8 ．0 0 0

2 年 〃　　 7 ．0 0 0

3 年 ケ　　 5 ．0 0 0

4　 ｔ　 5 年 0　　 8 ．0 （Ｘ）

短

大

国 公 立 1 ・ 2 年 〃　 1 1 ，0 0 0

私　 立
1 年 ク　 1 3 ，0 0 0

2 年 ク　 1 1 ，5 0 0

．大

学

国 公 立
1 ・ 1 2 年 ケ　 1 1 ，0 0 0

3 ・ 4 年 〃　　 6 ，（氾 0

私　 立

1 年 〃　 1 4 ，0 0 0

2 年 〃　 1 2 ，0 0 0

3 年 ク　 1 1 ，0 0 0

4 年 〃　　 9 ，0 0 0

・・高 校 ・ ｌ高 専
自 宅 通 学　 2 5 ．0 0 0

内 自 宅 外 通 学　 3 3 ，0 0 0

大 学 ・ ，痘 大
自 ‾宅 通 学　 3 3 ，（Ｘ め

自 宅 外 通 学　 5 0 ．0 0 0

ら
も
2
月
3
月
に
申
込
ま
れ
た
か
た
に

限
り
ま
す
。

▼
申
込
み
は
、
申
込
む
こ
と
の
で
き
ろ

そ
の
月
の
2
6
日
ま
で
と
し
、
特
別
の
事

情
の
な
い
限
り
そ
の
他
の
月
は
貸
付
け

は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
洋
裁
学
校
、
看
護
学
院
等
は
技
能
習

得
費
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
（
た
だ

し
利
子
は
若
干
必
要
と
し
ま
す
）

詳
し
い
こ
と
は
役
場
老
人
児
童
係
か
社

会
福
祉
協
議
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

こ岩＿　＿

図書館を

ご利用ください

新刊入いる

ち
え
お
く
れ
の
子
を

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

ー
水
巻
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
1

水
巻
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
で

は
、
も
う
す
で
に
二
十
三
年
間
活
動

し
て
い
ま
す
。
お
も
に
、
ち
え
お
く

れ
の
子
を
も
つ
親
の
乗
り
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
脳
性
マ
ヒ
、

小
児
マ
ヒ
後
遺
症
、
情
緒
障
害
児
な

ど
も
ｌ
緒
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
は
、
小
中
学
校
に
在
籍

す
る
親
だ
け
で
し
た
が
昨
年
よ
り
、

卒
業
し
た
子
供
を
も
つ
か
た
も
一
緒

に
活
動
し
て
い
た
だ
く
よ
う
よ
び
か

け
て
い
ま
す
。
ま
た
入
学
前
の
幼
児

を
お
も
ち
の
か
た
も
本
年
か
ら
会
に

入
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
勧
め
て
い
ま

す
。
連
絡
先
は
古
賀
区
7
6
棟
・
小
川

会

長

（

魯

6

0

2

・

2

0

1

6

）

ま

で
お
顧
い
し
ま
す
。

心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
の
相
談
会

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
2
6
日
（
日
曜
）

午
後
1
時

▼
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館
ホ
ー
ル

▼
相
談
内
容
　
①
ち
え
お
く
れ
の
子

（
精
神
薄
弱
児
）
と
は
な
に
か
⑧
な

ぜ
ち
え
お
く
れ
に
な
る
の
か
◎
ち
え

お
く
れ
の
原
因
は
ど
こ
ま
で
わ
か
っ

て
い
る
か
④
ち
え
お
く
れ
は
な
お
せ

る
か
⑤
ど
こ
へ
相
談
に
行
け
ば
よ
い

か
⑥
ち
え
お
く
れ
の
子
を
も
つ
親
Ｏ
．

心
が
ま
え
⑦
ど
ん
な
施
設
が
あ
る
か

⑧
ど
ん
な
学
校
が
あ
る
か
⑨
大
人
の

ち
え
お
く
れ
の
人
達
に
つ
い
て
⑲
そ

の
他
の
問
題
（
手
当
・
共
済
、
年
金

等
）
に
つ
い
て

▼
相
談
員
　
親
の
会
の
役
員
、
学
校

の
先
生
、
福
祉
事
務
所

職
録

た
で
も
、
悩
み
を
お
も
ぢ
の

わ
い
で
く
だ
さ
い
。
1

町
教
育
委
員
会
で
は
、
政
治
、
経
済

か
ら
趣
味
の
本
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
図
書

を
そ
ろ
え
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

利
用
時
間
内
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

利
用
で
き
ま
す
、
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

▽
利
用
時
間
（
祝
日
は
休
館
）

・
月
曜
日
～
金
曜
日

8

時

3

0

分

1

1

7

時

・
土
曜
日
8
時
3
0
分
～
1
2
時

∇
場
所
　
町
民
会
館
二
階

▽
新
刊
案
内
（
貸
出
期
間
は
一
週
間
）

ミ
イ
ラ
は
語
る
、
仲
人
・
司
会
・
媒

酌
人
の
挨
拶
、
暮
し
の
た
め
の
法
律
、

九
州
の
磯
釣
り
、
続
お
ば
あ
さ
ん
の
知

恵
袋
、
サ
ラ
金
の
す
べ
て
、
今
日
は
再

び
来
ら
ず
、
交
通
事
故
の
法
律
相
談
、

日
本
語
高
誤
癖
、
現
代
レ
ク
り
′
エ
ー
シ

ヲ
ン
百
科
、
九
州
・
沖
縄
の
古
き
も
の

た
ち
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胃
ガ
ン
集
団
検
診

ガ
ン
の
中
で
最
も
多
い
の
は
胃
ガ
ン

で
す
。
こ
の
ガ
ン
は
初
期
の
う
ち
は
、

全
く
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
自
覚
症
状
の
有
難
に
か
か
わ
ら
ず

六
か
月
に
一
回
の
定
期
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
ー
つ
。

▼
日
時
　
3
月
7
日

9
時
～
1
1
時
3
0
分

▼
会
場
　
町
民
会
館

▼
料
金
　
2
4
0
0
円
（
た
だ
し
、
国

保
被
保
険
者
　
1
9
0
0
円
、
社
保

そ
の
他
被
保
険
者
　
1
2
0
0
円
町

負
担
）

▼
申
込
み
　
保
健
年
金
課
窓
口

受
付
は
2
月
1
1
日
か
ら
、
た
だ
し

定
員
が
百
名
に
な
り
次
第
締
切
ま

す
。
ま
た
、
予
診
を
と
り
ま
す
の
で

本
人
が
料
金
を
添
え
て
申
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
次
回
は
五
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
昨
年
十
一
月
に
検
診
さ
れ
た
か
た

は
こ
の
検
診
を
利
用
く
だ
さ
い
。

母
子
健
康
相
談

▼
日
時
　
2
月
1
7
日

9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

▼
会
場
　
吉
田
田
地
公
民
館

▼
内
容
　
育
児
及
び
家
族
計
画
相
談
指

導
。
体
重
、
身
長
計
測
。

成

人

病

総

合

検

診

▼
日
的

・
自
分
の
健
康
を
た
し
か
め
て
安
心
し

て
働
く
た
め

・
成
人
病
の
予
防
と
早
期
発
見
、
早
期

治
療
の
た
め

▼
日
時
　
3
月
5
日
（
日
曜
日
）

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

1
3
時
－
1
5
時

▼
会
場
　
町
民
会
館

▼
内
容
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影

血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
貧
廊
検
査
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査
、
健
康
相
談

指
導
な
ど
。

多
く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た

め
日
曜
日
に
計
画
し
て
ま
す
の
で
是
非

受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
。
な
お
、
料
金
は

無
料
で
す
。

成
人
病
教
室

▼
日
時
　
2
月
1
5
日

9

時

3

0

分

～

1

1

時

▼
会
場
　
遠
賀
保
健
所

▼
内
容
　
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
健
康

相
談

こ
の
日
都
合
の
惑
い
か
た
は
、
毎
週

水
曜
日
、
遠
賀
保
健
所
で
同
じ
時
間
に

行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会

▼
日
時
　
3
月
9
日
、
1
0
日

い
ず
れ
も
9
時
～
1
6
時

▼
会
場遠
賀
消
防
本
部
講
堂

▼

酔

署

　

へ

ｌ
防
火
管
理
者
軋
必
要
と
す
る
事
業
、

所
の
関
係
者
で
あ
っ
て
、
管
理
監
督

的
な
地
位
に
あ
る
者
ま
た
は
業
務
上

防
火
管
理
知
識
が
必
要
な
者

▼
定
員
　
8
5
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

切
り
ま
す
）

▼
申
込
方
法

2
月
9
日
～
1
5
日
ま
で
に
申
込
書
に

写
其
一
葉
と
テ
キ
ス
ト
代
2
千
円
を
添

え
て
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
（
審
0

9

3

2

9

・

3

・

1

2

3

1

）

に

申

込

み
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
は
不
可
）

消
防
設
備
士
講
習

▼
受
付
期
間
　
2
月
1
3
日
～
1
4
日

▼
受
付
場
所
　
北
九
州
市
消
防
局
（
小

倉
北
区
域
内
1
－
1
）

▼
講
習
日
　
北
九
州
市
で
は
3
月
8
、

9

、

1

0

日

申
請
書
は
最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
り

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
県
消
防
防
災

課

（

魯

0

9

2

・

7

6

1

・

6

1

7

4

）
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

－お　　　礼－

香典返しとして、次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があ

りました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっくお礼申し

あげます。

苫田月夜待　故野田モモヨ殿　野田茂殿

頃末　　　　故桑村金蔵殿　桑村ヨシ子殿

大阪府美原町　故佐々木光男穀　佐々木英三殿

日　時　2月22日10時～16時

場　所　町民会館

日
赤
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
冬
季
に
な

る
と
献
血
さ
れ
る
か
た
が
少
な
く
、
ま

た
お
と
し
よ
り
の
か
た
が
た
の
内
臓
の

手
術
、
交
通
事
故
の
増
加
な
ど
に
よ
っ

て
輸
血
用
の
血
液
が
不
足
し
が
ち
で
困

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
輸
血
に
使
う
血
液
は
み
な
さ
ん

の
善
意
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
も
の
で

す
が
、
お
互
い
を
守
る
た
め
に
進
ん
で

献
血
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

献
血
に
協
力
く
だ
さ
っ
た
か
た
は
献

血
手
帳
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
献
血
手
帳
に
よ
っ
て
全
国
ど
こ

で
も
優
先
的
に
、
し
か
も
無
料
で
輸
血

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
献
血
で
き
る
人
の
条
件
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
年
令
　
1
6
歳
～
6
5
歳

・
体
重
　
男
4
5
毎
、
女
4
0
毎
以
上

・

血

圧

　

1

0

0

鱒

～

2

0

0

が

・
血
液
比
重
　
1
・
0
5
2
以
上

風
邪
や
薬
を
飲
ん
で
い
る
か
た
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

日　曜　在　宅　医

2月12日　楠　本　医　院　内・児科　頃　末　晋69い2873

2月19日　村　田　医　院　内・児科　頃　末　晋691・0745

2月26日　中　村　医　院　内・児科　下　二　審691・5820

3月5日　有　留　医　院　円・児科　吉　田　晋691・1394

原則として往診はいたしません0

□
　
発
行
人
　
水
巻
町
長
伊
　
藤
　
衛
　
門
　
口
　
絹
醇
∵
水
巻
　
町
企
　
画
財
政
　
課
　
（
電
　
籠
　
6
0
1
－
1
＝
2
1
）

刷
　
冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


